家庭礼拝　2012年2月22日　マルコ6章14－29　洗礼者ヨハネ、殺される
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今日の、洗礼者ヨハネが殺された話は、12人の弟子を派遣した話の間に挿入されています。派遣された弟子達が、この話を派遣先から聞いてイエスに報告したのでしょうか。洗礼者ヨハネは、いつもイエス様の運命を予告するかのように現れては消えていきます。本当に、先遣者としての働きをしているように見えます。
このヨハネはヘロデ王によって殺されました。この話を正しく理解するためには、ヘロデ王の背景を知る必要があります。ここではヘロデ王となって王様として取り扱われていますが、実はこのヘロデ、ヘロデ・アンティパスは王様ではなくて、領主と言うのが正しいのだそうです。そしてこの事件の数年後、ヘロデ・アンティパスは王様の称号が得たいがためにローマに行き、ローマ皇帝に嘆願したところ、逆にその無礼のゆえにゴールと言うところに追放されたのです。ヘロデヤも一緒でした。
イエス様が生まれたとき、赤ん坊を皆殺しにしたのは、このヘロデ・アンティパスの父に当たる、ヘロデ大王です。ヘロデ大王は大変な力を持っていて、多くの妻を持ちました。そして子供達もたくさんいたのです。ですが、晩年は猜疑心が強くなり、その多くの息子や家族は殺されました。実はここに登場する、王家の人々は、殺されずに済んだ非常に複雑な家系の異母兄弟などなのです。ヘロデ・アンティパスとヘロデ・ピリポは異母兄弟で、この二人の妻となったヘロデヤは別の異母兄弟の子供で、ヘロデ大王の孫なのです。その父はヘロデ大王に殺されてしまいました。そしてサロメはヘロデ・ピリポとヘロデヤとの間にできた子で、ヘロデ大王の孫なのです。すなわち、ヘロデヤという孫から、サロメと言う孫が生まれたと言う複雑な関係です。ヘロデアンティパスは、ローマにいたピリポの妻ヘロデヤを誘惑し、妻にしたのです。そのときサロメも一緒にヘロデのところにやって来ました。後にこのサロメは、ヘロデ大王の腹違いの子ヘロデ小王と結婚するのですから、本当に複雑です。このような乱脈な家系の中での、ヘロデ・アンティパスとヘロデヤの結婚を洗礼者ヨハネは、律法にそむくものであると言って批判したのです。それは当時としては、命がけの糾弾といっていいと思います。
洗礼者ヨハネは捕らえられ、マケルス城の暗い牢の中に入れられました。マケルスというのは死海の東側にある、恐ろしい峡谷に取り囲まれた荒涼とした山の上にある城なのです。ヘロデ・アンティパスはいつもはここにいました。ヨハネはここで殺されたのです。では、ヘロデ・アンティパスが誕生日の宴会をやっていたのはここなのかと言うととんでもないのです。ここはそのような険しい荒涼としたところであるし、ヨルダン川の東側は異邦人の住む土地なのです。ヘロデ王家は割礼を受けてユダヤ人になっていますが、もともとは異邦人なのです。このマケルスは、ユダヤ人たちは決して来ない汚れた場所なのです。それでは誕生日の宴会はどこで行われたのかと言うと、ガリラヤ湖の西にあるマグダラの近くのティベリヤだろうと言うことです。ここにはヘロデの宮殿があり、ガリラヤの有力者なども集まりやすい場所だったのです。このようなことを背景として、抑えておきながら、今日の聖書の話を聞いていきたいと思います。
承

ガリラヤ中に知れ渡っていたイエス様のうわさが、ヘロデ王の耳に入ったのはだいぶ後でした。それはヘロデが住んでいたマケルスの場所は、ガリラヤではなくて、死海の東側、異邦人の地にあり、険しい場所に住んでいたからでした。そしてそのうわさを聞いて、こう言いました。14節から16節です。
マコ 6:14　イエスの名が知れ渡ったので、ヘロデ王の耳にも入った。人々は言っていた。「洗礼者ヨハネが死者の中から生き返ったのだ。だから、奇跡を行う力が彼に働いている。」

マコ 6:15　そのほかにも、「彼はエリヤだ」と言う人もいれば、「昔の預言者のような預言者だ」と言う人もいた。

マコ 6:16　ところが、ヘロデはこれを聞いて、「わたしが首をはねたあのヨハネが、生き返ったのだ」と言った。

　　ヘロデ王にはいろいろなうわさが入ったようです。「洗礼者ヨハネが死者の中から生き返ったのだ。だから、奇跡を行う力が彼に働いている。」「彼はエリヤだ」「昔の預言者のような預言者だ」といろいろ言われているのを聞いたようです。イエス様は奇跡を行いましたが、洗礼者ヨハネは奇跡を行っていたのでしょうか。そうではないようです。当時の考え方では、死んで蘇った人には奇跡を行う力が備えられると言う考え方があったようです。また、彼はエリヤだとも言われたようです。どうしてでしょうか。それはユダヤ教の中で最大の預言者はエリヤなのです。ですから、主が来られるときにはその先触れとして、エリヤが来ると言われていたのです。また、昔の預言者のような預言者だとも言われました。昔の預言者のような預言者とはどんな預言者でしょうか。実は当時のユダヤ社会には最後の預言者が現れてから、300年間預言者は現れなかったのです。ですから、昔の預言者のような預言者が現れるのを待望していたのです。その昔の預言者とは｢主はこう言われる｣と宣言して予言したのです。このような｢主はこう言われる｣と権威ある言い方のできる預言者は現れなかったのですが、人々はイエス様を見てその権威を感じたのです。では、ヘロデ王は、これらを聞いて、どう思ったのでしょうか。ヘロデはこれを聞いて「わたしが首をはねたあのヨハネが、生き返ったのだ」と言った、と書かれています。ヘロデにはヨハネを殺した罪の意識がずっと横たわっていたのです。苛まれていたのです。それで、イエスのうわさを聞いて、すぐにヨハネに結び付けてしまいました。｢あのヨハネが生き返ったのだ。｣、だから奇跡ができるのだと思ったのです。その蘇ったヨハネを恐れたのです。では、どうしてヘロデはヨハネを殺してしまったのでしょうか。
そこには次のような事情がありました。17節から20節です。
マコ 6:17　実は、ヘロデは、自分の兄弟フィリポの妻ヘロディアと結婚しており、そのことで人をやってヨハネを捕らえさせ、牢につないでいた。

マコ 6:18　ヨハネが、「自分の兄弟の妻と結婚することは、律法で許されていない」とヘロデに言ったからである。

マコ 6:19　そこで、ヘロディアはヨハネを恨み、彼を殺そうと思っていたが、できないでいた。

マコ 6:20　なぜなら、ヘロデが、ヨハネは正しい聖なる人であることを知って、彼を恐れ、保護し、また、その教えを聞いて非常に当惑しながらも、なお喜んで耳を傾けていたからである。
ヘロデは、妻を持っていましたが、事情により逃げられてしまいました。そして、自分の兄弟の妻を誘惑して、ヘロディアと結婚したのです。そのことを洗礼者ヨハネは、「自分の兄弟の妻と結婚することは、律法で許されていない」と厳しく糾弾したのです。そのためにヨハネは捕らえられ、マケルス城の暗い牢の中に閉じ込められたのです。ヘロディアはヨハネを恨みました。何とか彼を殺したいと思っていましたが、ヘロデがそれを許しませんでした。ここに、ヘロデには複雑な家系だけではなく、複雑な思いがあったのです。それは、ヘロデが、ヨハネは正しい聖なる人であることを知って、彼を恐れ、保護し、また、その教えを聞いて非常に当惑しながらも、なお喜んで耳を傾けていたからである。と書かれています。なんと私達と同じような思いでいるのではないかと思わされます。肉の思いと霊の思いに引き裂かれそうになっているのです。肉の思いでは、兄弟の妻を奪ってでも一緒になりたいと思い、霊の思いでは、ヨハネは正しいと思い、恐れ、保護したのです。ヨハネから厳しいことを言われても、それを当惑しながらも喜んで耳を傾ける信仰心があったのです。私達もまた、この肉の思いと霊の思いの狭間で、迷い、思い悩み、すがり付いているのではないでしょうか。ですがこのような状態は長くなればなるほど、肉の思いが勝ってしまうのです。早く肉の思いを振り切らないと、肉の思いに飲み込まれてしまうのです。私達も、信仰心があって、正しいと思うことがあっても、肉の思いに引きずられて負けてしまうことが、あるのではないでしょうか。
転
突然その転機がやってきました。ヘロデが誕生日の宴会をやっている時でした。21節から23節です。
マコ 6:21　ところが、良い機会が訪れた。ヘロデが、自分の誕生日の祝いに高官や将校、ガリラヤの有力者などを招いて宴会を催すと、

マコ 6:22　ヘロディアの娘が入って来て踊りをおどり、ヘロデとその客を喜ばせた。そこで、王は少女に、「欲しいものがあれば何でも言いなさい。お前にやろう」と言い、

マコ 6:23　更に、「お前が願うなら、この国の半分でもやろう」と固く誓ったのである。
ヘロデはガリラヤ湖の近くのティベリアにある宮殿で誕生日の宴会をやっていました。そこには高官や将校、ガリラヤの有力者などが集まっていました。そこにヘロディアの娘が入ってきて踊りを踊り、ヘロデとその客を喜ばせたと言うのです。このような席で、一人で舞う踊りと言うのは、普通職業的娼婦がすることで、王家の血を持つ王女がすることではないのです。ところが、それをヘロデも含めてみんな喜んだのです。これは、ヘロデの好みを知っているヘロデヤによって、計画的に仕組まれたものだと思います。そしてその思う壺にはまって、王は少女に「欲しいものがあれば何でも言いなさい。お前にやろう」と言い、更に、「お前が願うなら、この国の半分でもやろう」と固く誓ったのです。酒に酔っていたとはいえ、とんでもない安請け合いをしてしまったのです。小娘の希望だと思って軽く考えていたのです。ですがその裏にはヘロデヤの陰湿な計画があったのです。24節から29節です。
マコ 6:24　少女が座を外して、母親に、「何を願いましょうか」と言うと、母親は、「洗礼者ヨハネの首を」と言った。

マコ 6:25　早速、少女は大急ぎで王のところに行き、「今すぐに洗礼者ヨハネの首を盆に載せて、いただきとうございます」と願った。

マコ 6:26　王は非常に心を痛めたが、誓ったことではあるし、また客の手前、少女の願いを退けたくなかった。

マコ 6:27　そこで、王は衛兵を遣わし、ヨハネの首を持って来るようにと命じた。衛兵は出て行き、牢の中でヨハネの首をはね、

マコ 6:28　盆に載せて持って来て少女に渡し、少女はそれを母親に渡した。

マコ 6:29　ヨハネの弟子たちはこのことを聞き、やって来て、遺体を引き取り、墓に納めた。

　　サロメはすぐに母親のところに行って、「何を願いましょうか」と言うと、母親は、「洗礼者ヨハネの首を」と言った。と書かれています。これはまさに筋書き通りなのです。ヘロデ王は、サロメの願いを聞いて非常に心を痛めました。ヨハネを殺したくはなかったのです。そんな罪深いことはしたくないと言う信仰心は持っていたのです。ですが、面子にこだわってしまいました。結局肉の思いに負けてしまいました。ヘロデ王は衛兵に、ヨハネの首を持ってくるように命じたのです。この宴会をやっていたティベリアの宮殿から死海の東のマケルス城までは100ｋｍ以上ありましたから、ヨハネの首を盆に載せて持ってきたのは何日か後だと思います。宴会では、衛兵に命じるところまでだったのでしょう。そうでなくては宴会も台無しです。洗礼者ヨハネの命は、宴会でのこのような遊び半分のつまらない約束事で、消えて言ったのです。
　イエス様はこのことを後にこのように言っています。それはイエス様の山上での変容が起こったときのことでした。マルコ9章9節から13節までを読んでみます。
マコ 9:9　一同が山を下りるとき、イエスは、「人の子が死者の中から復活するまでは、今見たことをだれにも話してはいけない」と弟子たちに命じられた。

マコ 9:10　彼らはこの言葉を心に留めて、死者の中から復活するとはどういうことかと論じ合った。

マコ 9:11　そして、イエスに、「なぜ、律法学者は、まずエリヤが来るはずだと言っているのでしょうか」と尋ねた。

マコ 9:12　イエスは言われた。「確かに、まずエリヤが来て、すべてを元どおりにする。それなら、人の子は苦しみを重ね、辱めを受けると聖書に書いてあるのはなぜか。

マコ 9:13　しかし、言っておく。エリヤは来たが、彼について聖書に書いてあるように、人々は好きなようにあしらったのである。」

　　イエス様は、この洗礼者ヨハネこそエリアの再来であるといっているのです。そのエリアは来たのだが、聖書に書いてあるように、人々は好きなようにあしらったのであると、このヨハネの死を嘆いているのです。
結

ヨハネは、聖書に書いてあるように、人々に好きなようにあしらわれて、死んでしまいました。それはヘロデ王家の肉の思いの渦に巻き込まれるかのように、死んでいったのです。ヘロデ王はその中でも少しは信仰心を持っていたのかもしれません。でもそれは肉の思いに負けてしまいました。そして罪の思いだけが残ったのです。

イエス様は、このヨハネの死の様を見て、自分もまた、聖書に書いてあるように、鞭打たれ、木に架けられて死ぬことを思っていたのだと思います。この山上の変容では、イエス様はエリヤとモーセに会われたのです。そしてそのことを、イエス様は「人の子が死者の中から復活するまでは、今見たことをだれにも話してはいけない」と弟子たちに命じられたのです。それまでも何度か、誰にもいわないようにといわれたことがありました。それはいつまでかと言うと、人の子が死者の中から復活するまでは誰にも言わないようにと言うことなのです。それは、この復活が成就するまでは、とても信じることのできない出来事だからなのです。
洗礼者ヨハネも、ナザレの人イエスも、まるで、人々に好きなようにあしらわれて、死んでしまったのです。それは、見方からすればとても惨めな死に方なのです。ですが、それはイエス様の復活によって、まったく違った意味を持ってくるのです。イエス様の復活こそが、すべてを明らかにしてくれる鍵なのです。
（一分間黙想）（お祈り）

天の父なる神様。今日は洗礼者ヨハネが、どのようなことでその命を奪われたのかを聞きました。人間の肉の思いの絡み合いの中で、哀れにもその命を失ってしまいました。私達の肉の思いはなんという罪深いものかと思います。ヘロデの思いは私達となんら変わりません。私達が信仰を持つように、ヘロデも信仰を持ち、私達が信仰の中で、肉の思いと霊の思いの間をふらついているように、ヘロデもそうだったのです。そして肉の思いに負けてしまったのです。
イエス様はそのような、肉の思いに負けてしまう、罪深い者達のために、身代わりに死んでくださったというのです。なんということでしょうか。ですがそれはイエス様の復活と言う出来事を通して、まったく違うものに変えられたのです。このことを如何にして、悟ることができるでしょうか。悟ることはできないのかもしれません。ただただ悔い改めと感謝の祈りを捧げるだけです。
神様、どうかこの私達の肉の思い、こびりついた罪をお許しください。ただあなたの哀れみと慈しみを思い祈らせてください。そして、イエス様が復活されて、私達を許してくださったことを感謝して受け止めさせてください。あなたの御国が来ます様に。すべての人の上に平安がありますように。

この祈りを主、イエスキリストの御名によってお祈りいたします。アーメン

（（聖書の箇所））

洗礼者ヨハネ、殺される

マコ 6:14　イエスの名が知れ渡ったので、ヘロデ王の耳にも入った。人々は言っていた。「洗礼者ヨハネが死者の中から生き返ったのだ。だから、奇跡を行う力が彼に働いている。」

マコ 6:15　そのほかにも、「彼はエリヤだ」と言う人もいれば、「昔の預言者のような預言者だ」と言う人もいた。

マコ 6:16　ところが、ヘロデはこれを聞いて、「わたしが首をはねたあのヨハネが、生き返ったのだ」と言った。

マコ 6:17　実は、ヘロデは、自分の兄弟フィリポの妻ヘロディアと結婚しており、そのことで人をやってヨハネを捕らえさせ、牢につないでいた。

マコ 6:18　ヨハネが、「自分の兄弟の妻と結婚することは、律法で許されていない」とヘロデに言ったからである。

マコ 6:19　そこで、ヘロディアはヨハネを恨み、彼を殺そうと思っていたが、できないでいた。

マコ 6:20　なぜなら、ヘロデが、ヨハネは正しい聖なる人であることを知って、彼を恐れ、保護し、また、その教えを聞いて非常に当惑しながらも、なお喜んで耳を傾けていたからである。

マコ 6:21　ところが、良い機会が訪れた。ヘロデが、自分の誕生日の祝いに高官や将校、ガリラヤの有力者などを招いて宴会を催すと、

マコ 6:22　ヘロディアの娘が入って来て踊りをおどり、ヘロデとその客を喜ばせた。そこで、王は少女に、「欲しいものがあれば何でも言いなさい。お前にやろう」と言い、

マコ 6:23　更に、「お前が願うなら、この国の半分でもやろう」と固く誓ったのである。

マコ 6:24　少女が座を外して、母親に、「何を願いましょうか」と言うと、母親は、「洗礼者ヨハネの首を」と言った。

マコ 6:25　早速、少女は大急ぎで王のところに行き、「今すぐに洗礼者ヨハネの首を盆に載せて、いただきとうございます」と願った。

マコ 6:26　王は非常に心を痛めたが、誓ったことではあるし、また客の手前、少女の願いを退けたくなかった。

マコ 6:27　そこで、王は衛兵を遣わし、ヨハネの首を持って来るようにと命じた。衛兵は出て行き、牢の中でヨハネの首をはね、

マコ 6:28　盆に載せて持って来て少女に渡し、少女はそれを母親に渡した。

マコ 6:29　ヨハネの弟子たちはこのことを聞き、やって来て、遺体を引き取り、墓に納めた。

マコ 9:9　一同が山を下りるとき、イエスは、「人の子が死者の中から復活するまでは、今見たことをだれにも話してはいけない」と弟子たちに命じられた。

マコ 9:10　彼らはこの言葉を心に留めて、死者の中から復活するとはどういうことかと論じ合った。

マコ 9:11　そして、イエスに、「なぜ、律法学者は、まずエリヤが来るはずだと言っているのでしょうか」と尋ねた。

マコ 9:12　イエスは言われた。「確かに、まずエリヤが来て、すべてを元どおりにする。それなら、人の子は苦しみを重ね、辱めを受けると聖書に書いてあるのはなぜか。

マコ 9:13　しかし、言っておく。エリヤは来たが、彼について聖書に書いてあるように、人々は好きなようにあしらったのである。」
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